
Fifteen years of JGU Summer/Autumn/Geomorphology School and its future

JGU夏/秋/地形の学校の15年とこれから
早川裕弌（北海道大）・小口 高（東京大）・小口千明（埼玉大）・若狭 幸（弘前大）・JGU行事幹事会
Yuichi S. HAYAKAWA (Hokkaido Univ.), Takashi OGUCHI (Univ. Tokyo), Chiaki T. OGUCHI (Saitama Univ.), Sachi WAKASA (Hirosaki Univ.), JGU Event Committee

日本地形学連合
2024年学術大会
鳥取大学

Nov. 02-03, 2024

⽇本地形学連合が主催する学会員および⼀般向けの公開講座として、「JGU夏の学校」が2010年に開始された。当初のコンセプトとして、
シニア研究者の経験を、若⼿の研究者や学⽣、実務者に伝えるというものがあり、多くの卓越したシニア研究者に講師として登壇していただ
いた。テーマもさまざまであり、地形プロセスや斜⾯地形、海岸地形、変動地形、⽯灰岩地形、また社会連携や和⽂作⽂法など多岐にわたる。
⼀⽅、当初は会場調整の点から関東での現地開催という制約もあり、その年に講演可能な講師を確保できなかった場合は、最新の地形計測⼿
法についての座学・実習といったかたちで、夏だけでなく秋に開催することもあった。コロナ禍等の理由により開催できない年があった後に
は、オンライン配信も含めることでより多くの参加者に機会を提供できるようになった。11回⽬となる2022年からは名称を「地形の学校」
とリニューアルし、今後もより魅⼒的な講座を継続してゆくことを⾒込んでいる。たとえば2024年には、座学だけでなく「⾛学」も取り⼊
れるなど、新たな試みを模索している。今後の講座における講師の推薦（⾃薦・他薦問わず）やテーマに関する要望は、JGU⾏事幹事会で受
け付けている。

JGU 地形の学校 2024
JGU Geomorphology School 2024

筑波大学総合研究棟A 1階
1F, Research Complex A, Univ. Tsukuba
& オンライン（同時/録画配信）
Online (real-time/on-demand broadcasting)

定員
CAPACITY

スイスの山と日本の山の違いはUとV！マラソンやトレランを地形で攻略する！
体で感じる地形学の世界を、座学や走学を通してのぞいてみましょう。

 お問合せ：events@japangeomorphology.org（JGU行事幹事会）
【主催】一般社団法人日本地形学連合（JGU）

吾国山・愛宕山ジオサイト
岩間駅（集合）～難台山～吾国山～福原駅（解散）
Iwama Sta. ‒ Mt. Nandai ‒ Mt. Wagakuni ‒ Fukuhara Sta.
距離：16 km 累積標高：1,000 m

座学 2024.09.28 Sat
Lecture 13:00 ‒ 17:00

DAY 1 走学 2024.09.29 Sun
Running field trip 08:00 ‒ 14:00

DAY 2
オプション

講師 松岡憲知 Prof. Norikazu Matsuoka
茨城大学特任教授・筑波大学名誉教授・トレイル／ウルトラランナー

歩いて 走って
考える

スイスアルプスバーチャル巡検＋マラソンコースを地形学で読み解く
Learning Geomorphology by Walking and Running

ルート
ROUTE

200 m

バス停「筑波大学中央」すぐ

アクセス
ACCESS

地理院地図

会場
VENUE

JGU会員：学生無料 一般1,500円
非会員：  学生2,000円 一般3,000円
※上記金額の他、支払い方法によりシステム利用料がかかります
※上記はDAY1にかかる参加費です。DAY2参加は任意で、DAY1に登録された
方が無料で参加できます（交通費等は自己負担です）。

※

参加登録はこちら

DAY1
参加費
REGISTRATION

DAY2の参加は任意です。DAY1に参加登録された方が無料で参加できます。ただし、
現地までの交通費・食費等は自己負担となります。
また、下記の参加条件（いずれかを満たすこと）があります。詳細はお問合わせ下さい。
・山を走る体力がある（スピードは求めません）
・登山経験が豊富で、トレイルランニングにも興味がある
・ロードでハーフマラソン以上の完走経験がある

※
DAY1については、Zoomでの同時配信および録画配信を予定しています。現地会場
に来られない方も含め、参加登録者の皆さまには講義の録画を一定期間、アクセス可
能なものとして共有します。

※

※

image by izumin, mapillary 2020

総合研究棟A

この地図は大まかなルートを示しており、
実際の経路は若干異なる場合があります。

DAY1：対面 20名
オンライン 100名

DAY2：10名程度

低価格ライダーで3D環境計測
3D environmental measurement using low-cost Lidar

JGU 地形の学校 2023
JGU Geomorphology School 2023

アクセス
ACCESS

JR!"#$%&'8()*700 m+
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（地理院地図）

会場
VENUE

北海道大学地球環境科学研究院
Faculty of Env. Earth Sci., Hokkaido Univ
& オンライン（同時配信）
Online (realtime broadcasting)

参加登録
REGISTRATION

無料 FREE
https://jgu-school-2023.peatix.com/

please register

スマホのライダーで高精細に地形環境を測ってみよう！
Let's measure the topographic environment in high definition with a smartphone-borne lidar!

2023.11.22 wed
9:00-12:00

日程
DATE

15名：対面会場 onsite in-person
100名：オンライン online

定員
CAPACITY

地形や地表の環境を面的に測る方法は、トータルステーション、
写真測量、地上レーザ測量、衛星画像、空中写真、無人航空機
など、さまざまなものがあります。本講座では、とくに最近普
及してきたスマホ（iPhone Pro等）のレーザセンサを用いた、
地に足をつけた地形計測について、データの取り方から分析の
仕方までを、実演を交えながら学びます。
There are various methods for measuring topography and surface
environments, including total stations, photogrammetry, terrestrial
laser scanning, satellite imagery, aerial photography, and
uncrewed aerial system. In this course, you will specifically learn
about topographic measurement using laser sensors, particularly
with smartphones such as iPhone Pro, which have become more
popular in recent times. The course will cover the entire process
from data acquisition to analysis and will include demonstrations.

【共催】
一般社団法人日本地形学連合
地形鮮明化プロジェクト
北海道大学 Hokkaido Summer Institute 

お問合せ：jgusum@gmail.com 日本地形学連合「地形の学校」担当

風化・侵食プロセスと地形変化
とくに、風化・侵食のプロセスの実態や
それに伴う地形変化とその速度について

JGU 地形の学校 2022

日程 2022年11月29日［火］9:30-16:50
（時間割 午前中２コマ、午後３コマ分の講演の予定）

会場
東京大学柏の葉キャンパス駅前サテライトつくばエクスプレス「柏の葉キャンパス」駅前

および オンライン（同時配信） ※録画映像の視聴のみでも参加可能です

【主催】一般社団法人日本地形学連合
【共催】東京大学空間情報科学研究センター

地形鮮明化プロジェクト
【後援】公益社団法人日本地球惑星科学連合

お問合せ：jgusum@gmail.com 日本地形学連合「地形の学校」担当

講師 松倉公憲
日本地形学連合元会長，筑波大学生命環境科学研究科・名誉教授

参加
登録

下記リンク先（Peatix）からお申込みください。
https://jgu-school-2022.peatix.com/
締切：11月25日（金）

日本地形学連合では、事業の一環として、会員および一般の方々を対象とした講演会
等を行っています。2022年度については、昨今の異常気象の影響もあり、斜面災害
や崩壊が多発していることに鑑み、その発生原理の理解に役立つ風化・侵食プロセス
による地形変化を丁寧に解説する講習会を企画しました。ふるってご参加ください。

【対象】どなたでも
【定員】50名（対面会場）
【参加登録費用】
日本地形学連合会員

学生 1,000円、一般 2,000円
日本地形学連合非会員

学生 2,000円、一般 4,000円

【講習内容】
・岩石海岸の形成と海食崖の後退速度
・火砕流台地における風化と開析プロセス
・岩石風化と地すべり・崩壊との関係
・滝の形成とその後退速度 など

特典
松倉公憲 著『地形変化の科学』
『地形学』（朝倉書店）を割引価格
（10% OFF・送料無料）で購入できます。

先着
100名

お申込：インターネット受付（Peatixからお申し込みください。JGU秋季大会2021との同時申込も可能です）
https://www.hdtopography.org/blog

お問合せ：jgusum@gmail.com（JGU秋の学校事務局）

JGU秋の学校2021
日本地形学連合 AUTUMN SCHOOL
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日程 2021年12月3日［金］会費
会場 オンライン・リアルタイム配信

（映像配信地：防災科学技術研究所ほか）
主催
共催

日本地形学連合
地形鮮明化プロジェクト
国立研究開発法人防災科学技術研究所

o��`â

�k�â

�Ë}�a

ëÌ c

¤�Ï�

Á�ãíwsî��
^�����
��:x¸6�è
^���:§µ6j«¥æ
^£>¡�ì�� ������Ö�5

������g°
^ÅÝ-±å:fÆ{F/¦áv
^ÜÞ8KZQ»l:y�

Á�ãíw�î�³
^�������í���î:PRUHRX
^\_LZ�²�í������î:ÖÆ
^\_LZ�²�^d��²�5:àº
^���Gº$1ª×
^KZQ»l¹�:ÜÞv
^�m8éÍ^àº9|*4

話題提供者 プログラム

JGU会員学生 1,000円
JGU会員一般 2,000円
非会員学生 2,000円
非会員一般 3,000円

JGU秋季大会2021
参加登録と同時申込
会員学生 1,000円
会員一般 3,000円
非会員学生 3,000円
非会員一般 7,000円

※内容は変更となる場合があります

～今すぐ飛ばしたくなるRTKドローン～

JGU夏の学校2018
日本地形学連合 SUMMER SCHOOL

in
北海道

近年、UAS（UAV,ドローン）を用いたSfM多視点ステレオ写真測量は、地形学やその関連
分野でも一般的なツールとして広く普及してきました。本講習会では、高精度化デバイス
（低コスト高精度GNSS）、解析手法（点群データ処理）、運用の高度化（安全運用、規制
の動向）に関する最新の情報を共有し、UAS地形計測のさらなる進化を目指します。

内山庄一郎
小花和宏之
笠井美青
早川裕弌

講 師
第1部 座学（午前）
UAS地形計測の基礎
・UAS-SfM
・低コスト高精度GNSS
・事例研究

第2部 実習（午後1）
GNSS解析処理とSfM
・RTKLIB，PhotoScan

第3部 実習（午後2）
点群データ処理
・CloudCompare

プログラム

先着30名
お申込： インターネット受付
https://hdtopography.blogspot.com/2018/06/jgusum2018-info.html

お問合せ： jgusum@gmail.com（JGU夏の学校事務局）

日程 2018年7月29日［日］ 会費

会場 北海道大学大学院農学院
総合研究棟W109（北海道札幌市北区北9条西9丁目）

主催
共催

日本地形学連合
東京大学空間情報科学研究センター
地形鮮明化プロジェクト

国立研究開発法人防災科学技術研究所

学生無料 一般 3,000円
（JGU会員 無料）

参加費 
★ JGU会員      

 学生1,000円　 
 一般1,500円 

☆ JGU非会員 
 学生4,000円 
 一般8,000円 

※テキスト代込み 
（テキスト持参の方は1,000円引き） 

科
学
的
和
文
作
文
法
勉
強
会 

日時 2017年 9月9日（土）・10日（日） 
こ
の
文
章、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
・
・
？  

い
ま
い
ち
ど、
「
作
文
法
の
基
本
」
か
ら
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

参加申込 
先着30名  要申込 

東京大学柏キャンパス 
空間情報科学研究センター 
総合研究棟4F470室 

場所 

講師 
倉茂 好匡 先生 
　日本地形学連合前会長 
　滋賀県立大学理事兼副学長 
　（教育・学生支援担当） 

教本 

UT Kashiwa  
Campus 

HND 

Tokyo 

OpenStreetMap/Toner 

v  原則2日間でのご参加でお願い致します 
v  どうしても1日のみしか予定がとれない
方は、初日参加のみ受け付けます。そ
の場合でも参加費の減額はありません。
なお、2日目のみの参加はご遠慮下さい。 

v  参加学生の方を指導する教員の方の
「見学」は無料です。 

v  非会員の方、社会人の方も、もちろん
参加できます。報告書や会議資料等の
文章をブラッシュアップしたい方々も、
ぜひ参加をご検討ください。 

日本地形学連合 
Japanese Geomorphological Union JGU夏の学校2017 

お問合せ  JGU夏の学校事務局　jgusum@gmail.com 
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講師の著書を使用します 
科学的和文作文法入門 
　　滋賀県立大学環境ブックレット５ 
　　2011年　サンライズ出版　800円＋税 
　　ISBN978-4-88325-442-2 C1340 

http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2017/ http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2017/ 
https://goo.gl/CqNYHc 参加申込 

どうすれば九十九里海岸の
侵食を止められるか？ 

～土砂供給、移動、堆積、侵食の全て～ 

日
程 

2016年8月20日（土）～21日（日） 

行
程 

犬吠崎、屏風ヶ浦、刑部岬 
九十九里浜、太東崎 

日本地形学連合 
JGU夏の学校 
2016 

お問い合わせ 
 

JGU夏の学校事務局 
jgusum@gmail.com 

Twitterハッシュタグ　#jgusum 

 
参加費：未定（宿泊先を調整中） 

行程概略 
　・1日目：銚子駅集合11:30（予定）→九十九里を南下→宿18:00頃 
　・2日目：宿出発→各見学箇所→上総一ノ宮駅で解散16:30（予定) 
　※現地での移動手段：借り上げのワゴン車（あるいは小型バス） 

主催団体：日本地形学連合 
連絡先：事務局Eメールアドレス　jgusum@gmail.com 

　　　　　　Twitterハッシュタグ　#jgusum 

宇多 高明 先生 
一般財団法人土木研究センター　 
なぎさ総合研究室 室長・工学博士 

講
師 

http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2016/ 

　日本の白砂青松100選にも選定されている
千葉県九十九里海岸は、現在では多くの場所
で海岸侵食により砂浜が失われ、残念ながら
かつての美しい景観は失われつつあります。 
　本巡検では、日本の海岸工学の第一人者で
ある宇多高明先生を講師に迎え、九十九里海
岸を北から南まで、沿岸流による土砂移動範
囲全域における主要地点を踏査し、現地の状
況を間近に見ながら、その地形がどのように
形成され、今後どのように変遷していくのか、
専門的な知見を基に分かりやすくご解説いた
だきます。 
　本巡検は、若手の学生から現場の実務者ま
で、また地形・土木・環境・生態など専門分
野を問わず、幅広く参加者を募っています。 
　真夏の九十九里を歩いて、楽しく贅沢に勉
強しましょう！！ 
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Japanese Geomorphological Union 

参加費 
JGU会員 
学生 15,000円 一般 20,000円 
JGU非会員 
学生 20,000円 一般 25,000円 
※宿泊費（相部屋）、夕食費（BBQ）、
現地移動費（レンタカー）、保険代込み 

photo: yuichi hayakawa 

参加登録 
 
 
 
 

http://topography.csis.u-tokyo.ac.jp/resources/151106_jgufallschool 

高鮮明地形情報の 
取得と解析 
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日
時 

2015年11月06日（金）10:00-16:00 

場
所 東京大学

検見川総
合運動場

 
第1部 講義 
　　1.1. 原理解説 
　　1.2. 事例紹介 
第2部 屋外計測 
　　2.1. UAS実演 
　　2.2. UAS実習 
第3部 屋内PC実習 
　　3.1. SfM多視点写真測量 
　　3.2. GISによる簡易処理 
　　3.3. 点群処理 

プログラム（案） 

http://osm.org/go/7Q7HnkrK?layers=H 

地形鮮明化プロジェクト 

共
催 

参
加
費 

JGU会員 
学生 1,000円 一般 3,000円 
JGU非会員 
学生 3,000円 一般 5,000円 

事務局Eメールアドレス jgusum@gmail.com 
Twitterハッシュタグ  #jgufs 

お問い合わせ 

本会では、近年急速に普及しつつあるUAS（UAV）を用いたSfM多視点写真測量、レーザ測量といった、高鮮明地形情報の現場取得と解析手法に関して、講義と実演、実習を通して情報共有します。 

  
 

J GU   2 0 1 4

JGU:  J A PAN ESE  GEOMOR PHOLOG I CA L UN I ON

6F

 » http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2014/

50
JGU

JGU
 500   1,500

JGU
 1,000   3,000

 

JGU

JGU
e : jgusum mail.com
Twitter : #jgusum 

10/18 10/19

10:00-11:30 13:00-16:00

Japanese Geomorphological Union Summer School�

JGU夏の学校2013 
2013�10
12	(�)–13	(	) 
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申し込み方法（事前登録制） 
　ウェブサイトで受け付けます（URL上記） 
　登録開始：7月頃～（定員になり次第受付終了） 
 
定員 
　50名程度　JGU非会員も参加可能 
 
参加費 
　JGU会員：  学生 500円  一般 1,500円 
　JGU非会員： 学生 1,000円  一般 3,000円 
 
JGU夏の学校事務局連絡先 
　小口　高・田中　靖・小花和宏之・早川裕弌 
　eメールアドレス  jgusum@gmail.com 
　Twitterハッシュタグ  #jgusum 
 

日本地形学連合では、経験豊かな会員が、若手 
や社会人を主な対象に講義を行うという趣旨 

で、毎年「夏の学校」を開催しています。 
第4回となる本年度は、日本の地形学 
における女性研究者の草分け的な 

存在である、太田 陽子 先生、 
漆原 和子 先生のお二人を 
講師に迎え、変動地形、 
カルスト地形について 
それぞれお話しいた 
だきます。皆様の 
ご参加をお待ち 
しております。 

講師 
 

太田 陽子 
國立臺灣大學教授 

横浜国立大学名誉教授 
  

漆原 和子 
前・法政大学教授 

ブカレスト大学名誉教授 

東京大学空間情報科学研究センター 
Center for Spatial Information Science The University of Tokyo 

http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2013/ 
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���　50名程度　JGU非会員も参加可能 

	���������
　小口　高・田中　靖・小花和宏之・早川裕弌 

jgusum@gmail.com #jgusum 

 
1日目（8/18 土） 
井口　隆 先生（防災科学技術研究所） 
「地すべり地形から読み取る斜面変動」 
 
2日目（8/19 日） 
飯田智之 先生（筑波大学） 
「斜面崩壊と水文プロセス」 
 
 
予定時間　午前：10:00-11:30　午後：13:00-16:00） 

Japanese Geomorphological Union  
Summer School 2012�

photo by yuichi hayakawa�

2012�8�18�(�)–19�(�)�

会場 
　東京大学柏キャンパス　総合研究棟 
 
定員 
　50名程度　JGU非会員も参加可能 
 
申し込み方法（事前登録制） 
　インターネットで受け付けます 
　URL: http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2012/ 
　登録開始：6月上旬予定（定員になり次第受付終了） 
 

参加費 
　JGU会員：  学生 500円  一般 1,000円 
　JGU非会員：  学生 1,000円  一般 2,500円 
 
主催団体 
　日本地形学連合，東京大学空間情報科学研究センター 
 
連絡先 
　小口　高（企画主幹）・田中　靖 
　・小花和宏之・早川裕弌（企画幹事） 
　事務局Eメールアドレス  jgusum@gmail.com 
　Twitterハッシュタグ  #jgusum 

日本地形学連合では、経験 
豊かな会員が、若手や社会人 
を主な対象に講義を行うという 
趣旨で、毎年「夏の学校」を開 
催しています。第3回となる本年度は、 
井口　隆 先生、飯田 智之 先生 
のお二人を講師に迎え、「斜面プロセス 
の地形学」という共通のテーマで、それぞれ 
お話しいただきます。皆様のご参加をお待ちしております。 

Register now!  
http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.j

p/jgusum2012/ 

「地形学で社会に貢献しよう」
'For furthering geomorphological contributions to society'
地形プロセス学的実力を身につければ，社会基盤整備や防災など，
さまざまな場面で活躍できます。
本講座を通して，その実力を養いましょう。

鈴木隆介
中央大学名誉教授／国際地形学会名誉会員／日本応用地質学会名誉会員

第一日 10月22日（土）
午前： 地形と地形学
午後： 社会基盤の整備における地形学の役割

第二日 10月23日（日）
午前： 地形工学的観点での地形図読図練習と解説（その１：山地）
午後： 地形工学的観点での地形図読図練習と解説（その２：平野）
むすび ～若手への期待を込めて～

（おおよその時間割 午前：10:00-11:30 午後：14:00-15:30）

Japanese Geomorphological Union Summer School 2011

東京大学空間情報科学研究センター

日本地形学連合

〜地形学で社会に貢献しよう〜

photo by yuichi hayakawa

2011/10/22Sat–23Sun
日本地形学連合では、昨年に引き続き、第2回「夏の学校」を開催いたします。
経験豊かな会員が、若手や社会人を主な対象に講義を行うという趣旨で、
鈴木隆介中央大学名誉教授を講師に迎え、お話しいただきます。

多くの方々の参加をお待ちしております。

会場
10/22（土） 東葛テクノプラザ 第2研修室
10/23（日） 東京大学柏キャンパス 総合研究棟6階大会議室

定員
60名程度 JGU非会員も参加可能

申し込み方法
（事前登録は終了しました）
参加ご希望の方は、当日直接会場にお越しください。

参加費（カッコ内：当日登録）
JGU会員： 学生 500（1,000）円 一般 1,000（1,500）円
JGU非会員： 学生 1,000（1,500）円 一般 2,500（3,000）円

主催団体
日本地形学連合，東京大学空間情報科学研究センター

連絡先
小口 高（企画主幹）・田中 靖・小花和宏之・早川裕弌（企画幹事）
事務局Eメールアドレス jgusum@gmail.com
Twitterハッシュタグ #jgusum
URL http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2011/

テーマ

講師

日程

日本地形学連合（JGU）では，新たな企画として「夏の学校」を開催いたします．
経験豊かな会員が，若手と社会人を主な対象に，講義や実習を行うというものです．
今年度は第一回として，松倉公憲会長を講師に迎え，2008年度に出版された教科書

（松倉公憲著『山崩れ・地すべりの力学』）をベースとし，地形プロセス学の基礎を，
主に大学学部生，大学院生，若手研究者および社会人を対象に，集中講義を行います．

多くの方々の参加をお待ちしております．
なお，最新の情報については，特設ウェブサイト
http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/JGU_summerschool_2010/
をご参照ください。
　 twitterでの情報配信も行っております．ハッシュタグ： #jgusum

講師
松倉公憲（日本地形学連合会長，筑波大学生命環境科学研究科・名誉教授）

日程
第一部　岩石と土の力学
8/28（土）　講義4コマ：岩石・土の力学の基礎およびレオロジー
8/29（日）　講義2コマ＆実験：岩石と土の物理的・力学的性質および関連実験

第二部 マスムーブメントの力学的解析
9/4（土）　講義4コマ：崖崩れの解析
9/5（日）　講義4コマ：山崩れ・地すべりの解析

（時間割：　9:00-10:30, 10:50-12:20, 13:40-15:10, 15:30-17:00）

会場
8/28（土） 東京大学柏キャンパス　総合研究棟
8/29（日） 筑波大学陸域環境研究センター
9/4（土） 東京大学柏キャンパス　総合研究棟
9/5（日） 東京大学柏キャンパス　総合研究棟

定員
50名程度．JGU非会員も可．

申し込み方法
インターネットで受け付けます．
http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/JGU_summerschool_2010/?page_id=110
申込締め切り：2010年7月30日（金）17:00

参加費
JGU会員：
学生　1,000円（テキスト込3,300円）
一般　2,000円（テキスト込4,300円）
JGU非会員：
学生　3,000円（テキスト込5,300円）
一般　5,000円（テキスト込7,300円）

テキスト
『山崩れ・地すべりの力学』　松倉公憲著　筑波大学出版会
※通常価格2625円（税込）のところ，希望者には割引価格（2300円，税・送料込）で販売いたします．
事前配布されたテキストは、当日までに一通り読んでこられることを推奨いたします。

主催団体
日本地形学連合，東京大学空間情報科学研究センター，筑波大学陸域環境研究センター

連絡先
小口　高（企画主幹)・田中　靖・小花和宏之・早川裕弌
事務局eメールアドレス：jgusum2010office@gmail.com

JGU夏の学校 2010
～地形プロセス学の基礎～

photo by yuichi hayakawa

Japanese Geomorphological Union Summer School 2010

日本地形学連合

東京大学空間情報科学研究センター

筑波大学陸域環境研究センター

?

名称 ⽇程 テーマ 講師

地形の学校
2024

2024年9⽉
28⽇〜29⽇

歩いて⾛って考える地形学
−スイスアルプスバーチャル
巡検＋マラソンコースを地形
学で読み解く−

松岡憲知

地形の学校
2023

2023年11⽉
22⽇

低価格ライダーで3D環境計
測 早川裕弌

地形の学校
2022

2022年11⽉
29⽇

⾵化・侵⾷プロセスと地形変
化 〜とくに、⾵化・侵⾷の
プロセスの実態やそれに伴う
地形変化とその速度について
〜

松倉公憲

秋の学校2021 2021年12⽉
3⽇

ドローン計測ステップアッ
プ！〜今すぐ⾶ばしたくなる
RTKドローン〜

内⼭庄⼀郎，⼩
倉拓郎，⼩花和
宏之，齋藤 仁，
早川裕弌

夏の学校2018 2018年7⽉
29⽇

UAS（ドローン）地形計測の
さらなる進化

内⼭庄⼀郎，⼩
花和宏之，笠井
美⻘，早川裕弌

夏の学校2017 2017年9⽉9
⽇〜10⽇ 科学的和⽂作⽂法勉強会 倉茂好匡

夏の学校2016 2016年8⽉
20⽇〜21⽇

どうすれば九⼗九⾥海岸の侵
⾷を⽌められるか 宇多⾼明

秋の学校2015 11⽉6⽇ ⾼鮮明地形情報の取得と解析
内⼭庄⼀郎，⼩
花和宏之，斎藤
仁，早川裕弌

夏の学校2014 10⽉18⽇〜
19⽇ 海岸地形  宇多⾼明

夏の学校2013 2013年10⽉
12⽇〜13⽇ カルスト地形・変動地形 漆原和⼦，太⽥

陽⼦

夏の学校2012 2012年8⽉
18⽇〜19⽇ 斜⾯プロセスの地形学  井⼝隆，飯⽥智

之

夏の学校2011 2011年10⽉
22⽇〜23⽇ 地形学で社会に貢献しよう 鈴⽊隆介

夏の学校2010
2010年8⽉
28⽇〜29⽇，
9⽉4⽇〜5
⽇  

地形プロセス学の基礎  松倉公憲

list of previous schools

The "JGU Summer School" was launched in 2010 as a public lecture series organized
by the Japanese Geomorphological Union (JGU) for its members and the general
public. The initial concept was to share the experiences of senior researchers with
younger researchers, students, and practitioners. Many outstanding senior
researchers were invited to give lectures on various topics ranging from geomorphic
processes, mass movements, coastal morphology, tectonic geomorphology, and
limestone morphology, to social collaboration and scientific writing in Japanese.
However, due to venue constraints in the Kanto region (eastern Japan), if a lecturer
could not be secured in a given year, the event was sometimes held without a senior
lecturer, and in the fall rather than in the summer. In such cases, lectures and
practical training on the latest topographic measurement methods were arranged
with younger lecturers. In 2022, the 11th occasion of the lecture series, the name was
changed to "Geomorphology School", with plans to offer more engaging courses
moving forward. For example, in 2024, we introduced a "lecture on running"
alongside the classroom lectures. The JGU Event Committee will continue to accept
recommendations for lecturers (both self-recommendations and others) and requests
for lecture topics.
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Fig. 1. Number of participants and its breakdown of the past events of JGU Summer/Autumn/Geomorphology School. Non-
member participants consistently comprised more than half of the total (averaging 65%, ranging from a minimum of 34% in 2010
to a maximum of 84% in 2023). Student participation averaged 40%, with a minimum of 24% in 2021 and a maximum of 69% in
2017. The participant satisfaction score is derived from survey responses collected after each event. HDT refers to school sessions
focused on advanced topographic measurement techniques, provided by the High-Definition Topography Project.

online/hybrid format

https://sites.google.com/view/jguschool2024/
https://sites.google.com/view/jguschool2024/
https://sites.google.com/view/jguschool2024/
https://sites.google.com/view/jguschool2024/
https://hdtopography.blogspot.com/2023/10/jgu-school-2023.html
https://hdtopography.blogspot.com/2023/10/jgu-school-2023.html
https://jgu-school-2022.peatix.com/
https://jgu-school-2022.peatix.com/
https://jgu-school-2022.peatix.com/
https://jgu-school-2022.peatix.com/
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https://hdtopography.blogspot.com/2021/10/jguaut2021.html
https://hdtopography.blogspot.com/2021/10/jguaut2021.html
http://hdtopography.blogspot.com/2018/07/jgusum2018-info.html
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http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2017/
http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2016/
http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2016/
http://topography.csis.u-tokyo.ac.jp/resources/151106_jgufallschool/
http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2014/
http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2013/index.html
http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2012/index.html
http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/jgusum2011/index.html
http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/JGU_summerschool_2010/index.html

